
 

平成 18 年 4 月 21 日 各    位 

会 社 名 株式会社ゴールドウイン 

 代 表 者 名 取締役社長 西 田 明 男 

(コード番号 ８１１１ 東証１部) 

 問 合 せ 先 常務取締役 財務担当 

辻    慧 

  T E L ( 0 3 ) 3 4 8 1 - 7 2 0 3 

業績予想の修正および特別損失の計上に関するお知らせ 

平成 18 年３月期（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日）の業績につきまして、平成 17 年 11

月 11 日の中間決算発表時の業績予想数値を下記のとおり修正いたします。 

記 

   

 １．平成 18 年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成 17 年 4 月 1日 ～ 平成 18 年 3月 31 日) 
 (単位：百万円、％)

   売   上   高 経  常  利  益 当 期 純 利 益 

 
前回発表予想(Ａ) 

（平成 17 年 11 月 11 日 発表） 
46,500 1,950 △3,100  

 今回修正予想(Ｂ) 46,250 1,820 △3,780  

 増減額(Ｂ－Ａ) △250 △130 △680  

 増減率（％） △0.5 △6.7 △21.9  

 前期（平成 17 年 3月期）実績 43,555 1,413 1,018  

 (参考)１株当たり予想当期純利益（通期）△64 円 78 銭  

   

 ２．平成 18 年３月期通期単独業績予想数値の修正(平成 17 年 4 月 1日 ～ 平成 18 年 3月 31 日) 
 (単位：百万円、％)

   売   上   高 経  常  利  益 当 期 純 利 益 

 
前回発表予想(Ａ) 

（平成 17 年 11 月 11 日 発表） 
37,300 750 △3,930  

 今回修正予想(Ｂ) 36,580 380 △5,590  

 増減額(Ｂ－Ａ) △720 △370 △1,660  

 増減率（％） △1.9 △49.3 △42.2  

 前期（平成 17 年 3月期）実績 36,856 500 170  

 (参考)１株当たり予想当期純利益（通期）△95 円 79 銭  

   

 

３．理 由 

   通期の単独業績におきましては、アウトドア事業関連とウインター事業関連は好調に推移したものの、

アスレチック事業関連、テニス・ゴルフ事業関連の競争激化等による販売不振により売上が減少したため、

経常利益は予想を大きく下回る見込みとなりました。また、関係会社に対する投融資の評価損や季越商品

等の評価を厳格に実施したことによる特別損失額の増加により当期純損失も大幅に予想を上回る見込み

となりました。 

   なお、特別損失の主なものは次のとおりです。 
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［特別損失の主な内訳］  

 
 

（単位：百万円） 
 

 

固定資産減損損失 1,880 

季越商品等の評価を厳格に実施したことによる評価損 1,250 

関係会社に対する投融資に係る評価損等 1,200 

前期まで連結子会社だったゴルフ場運営会社の株式会員制度

への移行に伴うﾃﾞｯﾄ･ｴｸｲﾃｨ･ｽﾜｯﾌﾟ損失 
1,070 

債権の見積り評価方法の見直し等による引当損 590 

その他 110 

計 6,100 

 

 

 また、通期の連結業績におきましては、販売子会社の業績は好調であり、単独の経常利益減少分を一

部補いましたが、上記の季越商品等の評価を厳格に実施したことによる評価損計上などにより当期純損

失は予想を上回る見込みとなりました。 

 

 

＜業績等の予想に関する注意事項＞ 

この資料に記載されております業績等の予想数字につきましては、現時点で得られた情報に基づいて算定しております

が、実際の業績等は、当該予想と異なる場合があることをご承知おきください。 

 

 

                                        以 上 
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